
愛知医科大学・医学部・講師

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３３９２０

若手研究

2022～2020

味覚に関する遺伝子多型と糖質摂取の循環器疾患危険因子への影響

Effects of taste-associated genetic polymorphisms and intake of starch and 
sugars on cardiovascular disease risk factors

９０８２８７７４研究者番号：

篠壁　多恵（Sasakabe, Tae）

研究期間：

２０Ｋ１８９１２

年 月 日現在  ５   ６   ８

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）：利用可能炭水化物とその7つの成分（でん粉、ぶどう糖、果糖、ガラクトース、しょ
糖、麦芽糖、および乳糖）の推定摂取量について、47項目食物摂取頻度調査票(FFQ)の妥当性を5分割交差法で検
証した。得られた相関係数の平均値は、男性で0.4～0.7、女性で0.3～0.6であり、各成分の中ではぶどう糖が低
く、乳糖とガラクトースは高い傾向にあった。47項目FFQが推定する利用可能炭水化物の妥当性は男女ともに中
程度であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We assessed the validity of a 47-item food frequency questionnaire (FFQ) 
using a five-fold cross-validation approach to estimate the intake of available carbohydrates and 
their seven components (starch, glucose, fructose, galactose, sucrose, maltose, and lactose). The 
mean correlation coefficients from five repeated trials ranged from 0.4 to 0.7 for men and from 0.3 
to 0.6 for women. Among the components, glucose showed weaker correlations, while lactose and 
galactose exhibited stronger correlations. These findings suggest moderate validity of the 47-item 
FFQ in estimating available carbohydrate intake for both men and women.

研究分野： 栄養疫学

キーワード： 利用可能炭水化物　食物摂取頻度調査票

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、炭水化物摂取とさまざまな疾患や死亡との関連についての研究報告が増加している。炭水化物に含まれる
成分の推定摂取量を用い、より詳細な影響の違いを検討することが求められる。本研究の対象集団では47項目食
物摂取頻度調査票(FFQ)を使用して栄養素等摂取量を推定している。新たな栄養素摂取量の推定には妥当性の検
討が必要である。本研究結果により、当該FFQを使用している他の集団においても炭水化物に含まれる成分の摂
取量の推定ができれば、今後の炭水化物に関する研究の発展につながる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

糖質摂取と循環器疾患危険因子 

循環器疾患は日本人の死因上位であり、危険因子には肥満、糖尿病、脂質異常症などが

ある。食事からの影響の一つとして「炭水化物」が注目されており、低炭水化物食の有効

性を示す報告がある(1,2)。その機序の一部に、低炭水化物摂取による糖代謝や脂質合成調

節への影響がある。炭水化物のうち糖質は血糖値やインスリン分泌に関連する栄養素であ

るが、その種類により影響が異なる可能性がある。 

日本食品標準成分表では炭水化物の構成成分のうち、ヒトの消化酵素で消化できるもの

の総称を利用可能炭水化物とし、炭水化物成分表では、でん粉、ぶどう糖、果糖、ガラク

トース、しょ糖、麦芽糖、乳糖、トレハロース等を収載している。これらの推定摂取量を

用い、循環器疾患危険因子への影響の違いを検討することが求められる。 
 

味覚関連遺伝子多型による食嗜好の影響の解明 

食べ物の嗜好への影響が示唆される因子に味覚がある。欧米などの研究では、味覚に関

する遺伝子多型と炭水化物・しょ糖の摂取、あるいは血清脂質との関連などが報告されて

いる(3,4)。しかし、米飯を主食とする日本人集団を対象にした検討は十分ではない。特に

生活習慣病予防のために食習慣の変容が求められる中年期で、食品選択や摂取量に関連す

る要因として味覚関連遺伝子多型を用いた検討が必要である。 
 
２．研究の目的 
 

本研究の目的は、日本人一般集団における味覚に関する遺伝子多型と利用可能炭水化物

とその成分の摂取の循環器疾患危険因子への影響の検討である。 

そのために、検討対象コーホートで用いられている47項目食物摂取頻度調査票(FFQ)(5)が

推定する利用可能炭水化物とその成分の摂取量について、食事記録法(DR)を基準とした妥

当性の検討が必要である。 
 
３．研究の方法 
 

47項目FFQの利用可能炭水化物の妥当性の検討は日本多施設共同コーホート研究(J-MICC 

Study)食事調査研究グループの協力のもと行った。対象集団はJ-MICC StudyのFFQの妥当

性・再現性に関する研究の参加者(35～69歳)である。 

日本食品標準成分表2020年版（八訂）と炭水化物成分表編を用い(6)、評価対象栄養素は

利用可能炭水化物とその7つの成分（でん粉、ぶどう糖、果糖、ガラクトース、しょ糖、

麦芽糖、および乳糖）とした。47項目FFQがそれらの摂取量を推定する回帰式は変数選択

法による重回帰分析で開発した。FFQの妥当性検証は5分割交差法を用いた。DRによる栄養

素摂取量（12日間の平均値）を基準とし、DRとFFQのエネルギー調整済みSpearman's順位

相関係数を個人内変動で調整して評価した。エネルギー調整は残差法と密度法をそれぞれ

用いた。 

J-MICC Study大幸地区参加者において、味覚に加え、先行研究で炭水化物やしょ糖、お

よびそれらの供給源食品との関連が示唆される遺伝子多型のタイピングを行った。 

 



４．研究成果 
 

学会発表後に除外対象者を再検討し、47項目FFQの利用可能炭水化物の妥当性の検討の

解析対象者は359名（男性177名、女性182名）とした。 

得られた相関係数の平均値（エネルギー調整：残差法）は、男性で0.4〜0.7、女性で

0.3〜0.6であった。男性では利用可能炭水化物とぶどう糖、女性ではぶどう糖としょ糖以

外で0.5以上の値が得られた。男女ともにエネルギー調整に密度法を用いた検討でも同様

の傾向であった。各成分の中では、男女ともにぶどう糖が低く、乳糖とガラクトース（女

性では麦芽糖も含む）は高い傾向にあり、全体として47項目FFQが推定する利用可能炭水

化物の妥当性は中程度であることが示唆された。 

J-MICC Study 大幸地区参加者において、検討対象の遺伝子多型タイピングデータを用い、

すでに妥当性が確認済みで摂取量の推定が可能な炭水化物やその主な供給源食品との関連

について解析を進めている(7,8)。今後、同集団で利用可能炭水化物とその成分の推定摂取量

との関連、そして循環器疾患危険因子への影響などの検討を予定している。 
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